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2.ジ ミリス トイルホスファチジルコリン ･コレステロール系

の リップル構造 の電子顕微鏡観察
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3. X線熱散漫散乱波の回折

牛 田 勝 利

結晶内で熱散漫散乱 したⅩ線が同じ結晶内部の網平面でブラッグ反射すると回折線が現れる｡

この回折線 の観測に,封入管球からのX線 を使用 して写真法による観測が行われたが,強度分

布 に対 しての定量的な評価を得 るにはいたらなかった｡近年,放射光等の強力なⅩ線源の利用

によって, このような回折線を定量的に,精密に観測することが可能になった｡ここで株,単

色化 したシンクロ トロン放射光を用いゲルマニウムにおける22-0逆格子TDS斑点近傍で観測

される回折線が,Ⅹ線波長,結晶の厚 さ,結晶方位,結晶温度等の変化に対 しどの様 に依存す

るかをカウンター及びイメージング ･プレー トを用いて観測 した｡また得 られた回折線 の強度

分布 と動力学的回折理論による強度式 とを比較,検討 した｡その結果,回折線がTDS波の完

全結晶における異常透過現象 として説明できることが明らかになった0
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